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Ｉ。はじめに一問題の所在一
東西冷戦の終焉以後
，国際的な相互依存関係は
急速な勢いで増大し深化し続けている
。その一方
で
，環境・紛争・人権といった一国だけでは解決
できない新たな地球的課題も顕在化している
。
急速なグロ
バール化の進展は教育実践にも多大
な影響をもたらし
，国際理解教育が担う役割は増
大している
。日本における国際理解教育は，時代
の流れと社会状況の変化に伴って
，実践の形態も
変化してきた
。特に匚総合的な学習の時間」が創
設され
，匚国際理解」が例示されて以降，多くの
学校で総花的に実践されるようになった
。しかし
その内実を見ると
，小学校では外国理解やコミュ
ニケ
シーョン能力育成のための英語を中心とした
外国語学習というように
，国家単位の国際社会を
前提としたインタ
ナーショナリズムによる実践が
中心である
。地球社会（グローバル）と地域社会
（ロ
カール）の関係性を視野に入れた実践展開は
ほとんど意図されていないのが現状である
。
そこで本論文では
，国際理解に関わる各教育論
の考察と実践事例分析を通して
，インターナショ
ナリズムに基づく学習の重用による弊害と限界を
指摘し
，グローバルとローカルの関係性を重視し
た学習を構築する必要性を提案する。
Ｈ　国際理解に関わる教育の現状と課題
国際理解に関わる教育論は
，これまで多種多様
に展開されてきたが
，大きく「外に向かう国際化」
対応の教育と「内なる国際化」対応の教育の二つに分類することができるO
1.「外に向かう国際化」対応の教育の現状と課題1）（1）国家（ナショナル）指向の国際理解教育の
-
場合
匚外に向かう国際化
」対応の教育は，急激な国
際化
への対応としてその時々の世界情勢に対応し
ながら発展してきた
。 1974年の中教審答申や1987
年の臨教審答申など
，行政主導の教育政策がその
後の日本の国際理解教育に多大な影響を及ぼした
。
この教育では
，国家間関係を基盤にした国際関係
論に依拠しており
，国益を優先して追求する「国
際社会に生きる日本人
」としての資質や能力の開
発が目的とされた
。そして，日本的特殊性の観点
に立って日本や日本人を基本的枠組みにした国民
的資質の育成とナショナル・アイデンティティの
形成が目指された了）この方針は現行の学習指
導要領にも色濃く反映している。
以上の点から
，教育政策が主導する臨教審・中
教審型国際理解教育がインタ
ナーショナルな観点
に立った国家（ナショナル）指向の国際理解教育
であるといえる
。この教育では，他への理解と
協調
，国際協力といった国際化に対応した教育の
内容と形成すべき資質能力を示している点は評価
できる。
（2）地球社会（グローバル）指向の国際理解教
育の場合
一方でグローバルな地球社会を指向した国際理
解教育も展開されてきた
。その原点であり推進役
がユネスコである
。ユネスコの国際理解教育では，
人類にとっての普遍的価値である平和の実現と人
類福祉の向上が目的とされた
。異なる生活や文化
に関する無知が猜疑心を生み戦争
へと発展すると
述べたユネスコ憲章の理念を基盤にして, 1974年
には国際教育勧告が採択
，集大化された。3）
1970年代末から80年代にかけて，ユネスコの
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厂国際教育」以外にも国際化の領域に関連して，
例えば
，開発教育，人権教育，環境教育，平和教
育など新たな教育論が展開され多様化した
。その
中でも代表的なのは
，アメリカを中心に展開され
たグロ
バール教育である。グローバル教育は，国
家間関係論に基づく世界観や問題解決の限界性を
克服するため
，世界を複合的な一つの相互依存シ
ステムとするグロ
バール社会の認識に立っている。
そして
，世界の持続可能な発展や人類の共存とい
う地球益の追求のためのグロ
バールな見方・考え
方や意思決定・行動ができる地球市民の育成を目
指
しているのが特徴である。
いずれにしてもこれらの教育論には世界観のち
がいが見受けられるものの
，地球社会（グローバ
ル）を指向する国際理解教育であり
，国民国家社
会よりも世界的
・地球的視野に立って人類全体に
関わる諸課題を克服できる地球市民的資質育成が
重視されている
。その点からグローバル教を含
めたユネスコ型国際理解教育は
，地球益を追求す
る教育であるといえる
。すべての人間は「宇宙船
地球号
」の一乗組員であり，一人ひとりの社会に
対する意識と行動が地球の未来を決定づけるとい
う認識に立って
，グローバル・アイデンティティ
を形成しようとする姿勢が伺える点て評価できる
。
これまでの考察から
，課題としは次の点が指
摘できる
。匚外に向かう国際化」対応の教育はグ
ロ
バール化する社会の現状認識を踏まえて，異文
化共生能力
，アイデンティティ形成，コミュニケー
ション能力育成の重要性が叫ばれている
。一方で，
その対極にある日本人としての自覚や愛国主義
，
偏狭なナショナリズムにも傾きつつある
。4）つま
り
，国家（ナショナル）指向の国際理解教育では，
国家と世界への関わりのみに関心が集中しており
，
最も身近で生活領域である地域と世界との関わり
については言及されていないことが課題である
。
また
，地球社会（グローバル）指向の国際理解教
育では
，マクロな世界的視l氛を強調するあまり，
生活の基盤である地域社会や個々の人間理解とそ
の関係性などミクロな視点には焦点が当たってい
ない点が課題である。
2｡匚内なる国際化」対応の教育の現状と課題
日本には古くからアイヌ文化や琉球文化
，オー
ルド
・カマーと呼ばれる在日韓国・朝鮮人や華僑
の人々が数多く生活しており
，文化的・民族的に
も多楡哇が存在する社会である
。しかし，長らく
単一民族国家の妄想に捉われてきたため，マイノ
リティと呼ばれる人々には
，民族的特性や国籍の
ちがい等の偏見によって差別的な扱いを受けるこ
ともしばしばあった
。文化的民族的同質性を是と
する社会の風潮の中では
，彼らに対して偏狭な態
度で厂同化
」か「排除」かを迫る選択肢しか与え
ず
，異なることを豊かだと捉えられるような受容
的な態度に満ちた寛容哇のある社会からは程遠かっ
たのである
。さらに1980年代後半 南米や東南
アジアからの
，いわゆるニューカマーの人々が増
加すると社会の同質性は意味をなくし
，社会の複
雑化や多榛哇はさらに加速した
。
このような内なる国際化について
，教育では
1980年代から文化的同化の問題性と文化的異化の
重要性が徐々に認識され
，異文化理解教育が展開
され定着するようになった
。5）さらに多民族化す
る状況の中で
，様々 文化的背景を持つ外国人に
対しては日本語や日本社会への適応教育が実施さ
れ
，一緒に在籍している日本人の子どもに対して
は外国人の文化や生活習慣などについて学ぶ学習
，
日本史をアイヌや琉球から捉え直す学習
，バリア
フリ
やー高齢者問題等を扱う福祉学習，多様な集
団の人権を扱う学習など多偸哇の認識を図る実践
が展開されるようになった
。6）今日では，人間理
解や文化理解
・人権の学習を通して文化的社会的
多元性の価値を認めて
，多檣歐を認識し尊重した
り
，異なる背景を持つ人との共生をめざしたりす
る教育が注目されている
。7）この場合，特にグロー
バル化によって多民族化
・多文化化している地域
を中心に
，グローバルな視点よりもローカルな視
点に立って地域に住む文化的民族的背景の異なる
人々との共生をめざして
，社会の現状を認識し現
実的な問題解決を図る多文化共生教育が注目され
ている
。以上の点から，匚内なる国際化」対応の
教育は
，多文化共生をめざした地域社会（ローカ
ル）指向の国際理解教育であるということができ
る
。この教育では，地域における外国人の増加に
伴う多民族化・多文化化に関わる現実的な問題に
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は積極的に対処しようとしてきた点は評価できるＯ
課題としては
，対象領域がグローバル化しつつ
ある地域への限定的な対応という段階である
。ま
た
，複数多数の民族や文化の調整による国家的統
合性の保持や
，特に多くのニューカマーによって
コミュニティが形成されている地域では
，地域内
調整や統合というようなミクロな視点形成の段階
にとどまっている
。よって，「‾内なる国際化」対
応の教育では地域や民族集団内における限定的展
開に終始しているため
，有機的でグローバルな社
会における全人類的な多文化共生の関わりまでは
視野に入っていないことが指摘できる
。
いずれの教育においても人間的な理解のできる
科学的社会認識が必要であり
，その中核として多
元的な視野を取り入れた社会科教育が担う役割は大きいと指摘できる。
以上の考察は，図1のように分類することがで
きる。
図１　国際理解に関連する教育の分類（筆者作成）
3｡国際理解に関わる新たな教育の方向性
「外に向かう国際化
」対応の教育はマクロな視
点形成の
，匚内なる国際化」対応の教育はミクロ
な視点形成の傾向が見られる
。双方の教育論の間
には方向性の乖離が見られる。
このようなマクロな次元とミクロな次元に分離
した状態を連結し
，国際理解の今後進むべき新た
な方向性を与える有効かつ重要な概念として「‾共
生
」に関心が寄せられている。l）グローバル教育
と多文化教育のインタ
フーェイスの観点から，例
えば
，森茂岳雄氏らは匚移民」を教材化すること
を通して9）
，太田満氏はグローバル化と多文化化
か現象している地域に着目した学習を通して1,）
，
両者の有機的統合を図ろうとしている
。このよう
な匚外に向かう国際化
」対応の教育であるグロー
バル教育と厂内なる国際化
」対応の教育である多
文化教育が
，有機的な連携を図りながら，理論化
実践化される最近の動向は大変示唆的である。
Ⅲ　地球社会で生きる市民としての資質とアイデ
ンティティ
1.地球市民としての資質
地球社会で生きる市民（以下
，地球市民）の育
成については
，国際理解教育のみならず社会科に
おいても盛んに議論が重ねられてきた
。美住忠久
氏
，大津和子氏，中村水名子氏，多田孝志氏，中
西晃氏など多くの研究者が世界情勢や社会構造を
鑑みながら独自の主張をしている
。各氏の論は自
国中心的
・国益追求的な俔帽ことどまらずインター
ナショナルな視点やグロ
バールな視点が重視され
ているのが特徴的である
。また，厂共生」や「‾参
加
」という社会に対して積極的に働きかける姿勢
を志向している点が共通する
。しかし，いずれの
場合もマクロな世界的観点に基づく資質形成が中
心で
，地域から を捉えるミクロからの観点に
基づく資質形成については言及されていない
。社
会はグロ
バール（地球社会）を頂点にして，リー
ジョナル（世界における地域や州）
・ナショナル
（国家社会）
・ローカル（ 社会という相互に
関連する重層的な構造を有しているが
，先行研究
の動向からはグロ
バールにおける資質形成が強調
される傾向にあるＯ求められるべき資質とは
，重
層的な社会それぞれで必要な資質であり
，マクロ
のみならずミクロな観点も視野に入れた資質形成
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が意図されなければならない。11）
2｡地球市民としてのアイデンティティ
地球市民は地球社会の一員としてグローバルな
見方・考え方に基づいて判断し人類益や地球益の
ために行動できる人間とされている
。しかし地球
で生きる我々人間は
，地球社会の一員としての存
在だけではなく
，国家の一員であり，地域社会の
一員と言うように様々な社会の枠組みの中で生活
している
。どの社会レベルの視点で自己の帰属を
認識するかによって一つの総体である「個」とし
てのアイデンティティの中に多層性や多楡哇を見出すことができる。
これまでの国際理解教育は国民国家を前提とし
て展開され
，世界で活躍できる日本人育成のため
「ナショナル
・アイデンティティ上の確立が重視
されてきたＯ他方
，グローバル教育では「グロー
バル・アイデンティティ」を備えた「地球市民」
がめざす人間像として描かれた
。しかし地球社会
においては
，どちらのアイデンティティ形成も不
可欠であり
，二項対立的に捉えられるべきではな
い
。今後求められるのは両者を包含する多元的な
アイデンティティ形成である。 I’）
これまでの地球市民としての資質とアイデンティティの考察から，次のような課題が浮き彫りにな
る。
（1）ナショナル（国家）な視点を重視するだけで
なく
，グロー バル（地球社会）からローカル
（地域社会）に至る各社会レベルの視点とその関係性に注目して資質形成を図ることが必要で
ある。
（2）各社会レベルに関わる多元的重層的なアイデンティティ形成が必要である。
3｡グロー バルとロー カルの関係性を重視した資
質
“Think globally, act locally （地球規模で考え
，
地域で行動する）”という地球的視点での思考と
地域での行動化という理念はしばしば国際理解に
関わる教育で叫ばれてきた
。 か，グロー バル
からローカルへという方向性のみならず，人々 の
最も身近な生活基盤であるロ
カールからグローバ
ルへの方向性も求められる
。つまり，「地域の問
題と地球
・世界という次元の問題を常に結びつけ
て考え
，行動せよ」13）という地球と地域の双方向
性を持ったアプローチに基づく思考と行動化であ
る。
そこで
，これまでの考察を踏まえてグローバル
とローカルの関係性を重視した資質を以下のよう
に定義することができる。
持続可能な社会の発展と人類の共生のために
グロ
バール視点に立って社会事象を捉え，自
分がグロ
バール・リージョナル14）・ナショナル・
ロ
カール15）それぞれの社会の成員であること
を自覚すると共に
，より現実的実際的に問題解
決をするために地域の実態（地理的歴史的文化
的背景
，住民（市民）の価値観や行動様式など）
に即して主体的に行動し社会参加することができる資質・能力である。
この資質の構成要素をまとめたものが，表１に
なる。
ここで挙げた資質は
，内在的な匚自己能力」と
外発的な匚社会参加
・他者発信」から構成される。
匚自己能力
」の具体的な要素としては，匚社会認
識
」厂思考・価値判断」厂技能・表現」匚態度・意
識
」の4つが挙げられる。厂社会認識」と「思考・
価値判断
」はグローバルからローカルに至る各社
会レベルの枠組みに依拠しており
，各々の社会に
ついての認識やそれぞれの社会レベルを視野に入
れた利益追求のための思考や価値的判断ができる
能力である
。匚技能・表現」は自分の意思や考え
を的確に表現できる自己表現能力
，他者との意思
疎通ができるコミュニケ
シーョン能力，表現や問
題解決のために適切な情報を収集・選択・判断し
活用できる能力である
。厂態度・意識」は異質な
他者に対する共感的理解と寛容の態度
，共生のた
めの積極的な問題解決の姿勢である
。
匚社会参加
・他者発信」は，それぞれの社会レ
ベルでの主体的な参加やその社会における連携や
貢献
，情報発信である。なおローカルについては，
地域内での社会参加や地域改善
，地域への情報発
信だけでなく，例えば飢餓に苦しむ子どものため
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表１　グローバルとローカルの関係性を重視した資質の構成要素（筆者作成）
こ に こ つ グ ロー バ ル（リー ジョナ ル を 含 む ） ナ ショナ ル ロー カ ノレ
－内
在
的－
自
己
能
力
社 会 認 識
地 球 社 会（ 世 界 の 中 の 地
域 ）に つ い て の 認 識
国 家 に つ い て の 認識
国 内・地 域 社 会 に
つ い ての 認 識
思考･価 値 判断 地 球 益・人 類 益 の 迫 求 国 家 益 の 追 求 地 域 益 の 追 求
技 能・表 現 自 己 表 現 能 力　 コミュニ ケ ーシ ョン 能力　 情 報 活 用 能 力
態 度・意 識 異 質 な 他 者 に 対 す る共 感 的 理 解と寛 容 の 態 度　　 共 生 のた め の 積 極 的な 問 題 解 決 の 姿 勢
－外
発
的－
社　 他
会　 者
参　 発
ｶﾛ　ｨ言
社 会 参 加
（実践化･ 行 動 化 ）
世 界 へ の 発 信
世 界 との 連 挑・貢 献
国 内 へ の 発 信
国 内 で の 連 携・貢 献
地 城 へ の 発 信
(行 動 領 域とし て の 地 域)
地 域との 連 携･ 貢 献
ア イデ ン ティテ ィ
（ 自 己 の 帰 属 意 識 ）
↓
グ ロ ー バ ル アー イデ ン テ イテ イ
心
↓
ナ ショナ ル アー イデ ン ティティ
↓
ロー カル アー イデ ン ティテ ィ
ノ
マ　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　 ：
多 元 的 アイデ ンティティ⇒ 地 球 社 会 に 生 きる 市 民 とし て の「個 」の 確 立
に地域で募金活動をするというように， ナショナ
ルやグローバルをも志向する場合の，行動領域と
しての地域という意味も含まれる。
そして，それぞれの社会レベルに依拠した資質・
能力開発を行うことがその社会への自己の帰属意
識やアイデンティティを形成することにつながり，
その資質・能力 の総体が多元的アイデンティティ
となる。
そして， この資質と多元的アイデンティティ形
成を意図する学習過程をモデル化したものが，図
2である。
学習者 は，学習を通してグローバル（リージョ
??
??
?
グローバルとローカルの
関係性を重視した責質
グローバル･ナショナル･
ローカルの重屑的多元的
な視点に立つ
･社会認識
･思考･価値判断
･意識･態度
一実践化･行動化
?
?
?
?
?
?
?（
?
ー
?
?
?
?
?
）
階であり，内在的であると言える。そして学習で
獲得した価値に基づき問題解決のために社会への
情報発信や参加を図る。これは他者発信や社会参
加の段階であり，外発的であると言える。この場
合，関わる社会レベルごとに対応は異なるが，自
己表現力や情報活用の技能，異文化や異なる民族
など異質に対する共感的理解・受容・寛容や多文
化共生などの態度・意識はどの場合でも共通し関
連している。ある特定の社会レベルに関する資質
やアイデンティティ形成に限定するのではなく，
様々な社会に関わる資質形成を図ることで自己の
内面に多元性を形成することにつながる。
＜ 社金参加･斃 ＞ 多 元的 アイデンティティ
地 球社 会 に生きる市 民
世界免信型
地球社会貢献型
(グローバル対応)
自国他国発信型
国家貫献型
(ナショナル対応)
地域発信型
地城社会貢献型
(ローカル対応)
図２　学習過程モデル（筆者作成）
ナルを含む）・ナショナル・ローカルといった各
社会レベルに関わる社会認識とその社会を中心と
した利益追求のための思考・判断を行う。これは
個人的なバージナルに対応した自己能力開発の段
一一一一一一一一一一一一一一
｜　
グ ロー バ ル　
ａ
ローカル　　 ：
アイデンティティ ｌ
~- 一一=~~ ∽~~___ﾐﾉ
IV　 グローバルとロー
カルの関係性を視
点 にした実践事例
分析
実践事例 の単元構成
について単元構成内容
と単元構成方法から分
析フレ ームワークを設
定し，類型化を行った。
I. 単元 構成の類型化
の視点
① 単元構成内容 に
関する類型化の視点
単元構成内容は，学習課題として取り上げる問
題や社会事象が関与している空 間的領域から，
「‾グローバル構成内容領域」と 匚ローカル（ナショ
ナル）構成内容領域」を設定した。
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「グローバル構成内容領域」 は地球社会全体に
関連する社会事象と， 複数の国家間関係や世界に
おける地域内連合のような国際関係性に関わる事
象を学習内容とする。
厂ロ ーカル（ナショナル）構成内容領域」は地
域社会や国家内に見られる社会事象や，国家と国
家，地域社会と国家（他国を含む） などの国際関
係性に関わる学習内容 とする。具体的な単元構成
内容と学習テーマは表2 のとおりである。
表２　単元構成内容に関する類型化の視点
構成内容 具体的な学習テーマ
グロ ーバ
ル構成内
容領域
地球的厭諾
人権、開発、環境、資源、貧困・
飢餓 など
地唹 七会
システム
相互依存関係、文化的民族的多
様肬、貿易・物流 など
国際協調・協力 国際協力・支援、国際機関など
ロ ーカル
け ショ
ナル）構
成内容領
域
文化理解
自国・自文化、他国・異文化、
アジアの文化など
地域の
グローバル化
多国籍化・多民族化、
多文化共生、連帯　など
世界的関係性 国際交流、異文化間交流　など
（2）単元構成方法に関する類型化の視点
単元構成方法 は，各社会レベルの関係性から４
つ の視点を設定した。
「グロ ーバル型構成方法」（以下， グローバル
型）は，俯瞰的に地球や世界全体を捉えたグロー
バルな視点による構成方法の場合である。自己中
心的な視点や考え方を脱し，地球社会が持続可能
な発展をするために宇宙船地球号の乗組員として
人間や自然との共生という価値 に基づく思考・判
断や態度形成を図ることができる。
「トランスナショナル（マルチカルチュラル）
型構成方法」（以下，ト ランスナショナル型）は，
脱国家・超国家的視点や複数の国家間関係，多文
化理解の視点 による場合である。国という空間の
枠組みを認識に用いながらも， 複数の国家を扱う
ことで比較や検討を通して共通性や差異性を具体
的に見つけることができ多面的な視点を育成しや
すく，また脱国家・超国家的な視点に立つことで，
インターナショナル型以上に， よりグロ ーバル的
な視点育成を図りやすい。
「インターナショナル（クロスカルチュラル）
-
型構成方法」（以下， インターナショナル型） は，
一対一の国家間関係や相対的な異文化理解の視I氛
による場合である。国という枠組みを基本とし七
捉えるので外国に関わる事象や内容は理解しやす
く，自国と他国（自文化と他文化）を相対化する
ことで，間主観的に自国・自文化について見直し
検討することができる。
厂ローカル・コミュニティ型構成方法」（以下，
ローカル型）は地域社会内や国内および国外の地
域間関係の視点 による場合である。社会事象が学
習者の身近にあり具体的で見出しやすい。
4つの単元構成方法の視点 と基本的な枠組みを
示したものが，表3 である。
表３　単元構成方法に関する類型化の視点
構成方法 視点のフィールド 基本的枠組み
グローノ勺ﾚ
型構成方法
･地球社会的
視点
地球社会
世界(全体)
地球社会
トランスナシ
ョナル(マル
チカルチュ
刀ﾚ)型構
成方法
･脱国家･超
国家的視収
･多国関係的
視皃
･多文化理解
的視点
アジアなどの地
域連合体・地
方・州
韶 次の国
多文fﾋ､多民族
主権国家
民族
世界におけ
る址喊区分
インターナ
ショナル(ク
ロスカルチ
ュラル)型構
成方法
･国家間関係
的視点
･異文化理解
的視点
日本と他国･外国
日本人と外国人･
皿 族
異文fﾋ
主権国家
民族
ローカル･コ
ミュニティ型
構成方法
･地或社会的
俔点
･煙滅間関係
的俔点
国駆ﾋ･多文化
化する地域
増域社会と他国･
外国
外国人や異文化
を持つ人
地域社会
(都道府県･
市町村･校区
など)
厂グロ ーバル型」が最もマクロな視点であり，
射程に含まれるフィールドも地球社会という広範
に及ぶ。以下「‾トランスナショナル型」厂インター
ナショナル型」 にな るにつれて焦点化し，厂ロー
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カル型」が最もミクロな視点であり，学習者にとっ
て身近な生活空間としての地域社会となるＯ
2｡ 実践事例の単元構成の類型と特性
① 実践事例の単元構成の類型
小学校における国際理解に関連した91 の実践
事例を分析すると，表4 のように類型化できた。
表４　実践事例の類型数
上 単元構成方法口 グ
ロ
１
ノマ
ル
型
ナト
ショラ
ナン
ル
型 ス
ブ
ョン
エ タ
型 Ｉ
口
Ｔ
カ
ル
型
計
グ
ロ
Ｉ
ﾉﾏ
ﾙ
地球的諸課題 ６ ４ Ｉ ２ 13
地球社会システム ２ ６ ４ ４ 16
国際協調・協力 １ １ ４ ０ ６
口１
カ
ル
文化理解 １ 17 12 ５ 35
地域のグローバル化 ０ ２ ６ ３ 11
世界的関係性 ０ １ ６ ３ 10
計 10 31 33 17 91
分類結果から，単元構成内容では「‾文化理解」
が，単元構成方法で は 匚インターナショナル型」
の視点に基づく単元構成が重視されている。つ ま
り，外国理解中心の旧来の単元設定や学習展開が
主流であり，グローバル化への対応の必要性は意
識されつつあるものの学習への反映は不十分であ
ると指摘できる。前述のように，今後の国際理解
学習では国家の枠組みを超えた社会の多元性・重
層性に着目し， 厂共生」を鍵概念 とする実践開発
をする必要かおる。 これに関わる視点が単元構成
内容では 匚国際協調・協力」，単元構成方法では
「ト ランスナショナル型」であるが，評価できる
実践は1 事例しかない。
（2） 単元構成の特性
厂グローバル構成内容領域」の場合，単元構成
内容では，地球的な課題や世界の現実という具体
的な社会事象を通しての事実的な社会認識形成が
図られている。単元構成方法では，国家の枠組み
を相対化した地球社会的な視点や多国的な視点か
ら単元を構成し，社会事象の認識と考察が図られ
ている。以上の点から，地球的な課題が顕著に表
れている世界の各地域の問題認識を通して自分た
ちの国や地域や生活を見つめ直したり，自分の国・
地域の考察を複数の国家・地域との比較から行っ
たりする単元構成が重視されている。つまり， マ
クロな社会レベルの次元にある地球や世界からの
アプロ ーチによる演繹的な学習展開が「グロ ーバ
ル構成内容領域」の単元構成の特性である。
厂ロ ーカル（ナショナル）構成内容領域」の場
合，単元構成内容で は，国の枠組みに依拠した外
国文化・異文化・多文化理解や，国際化した地域
と外国人住民の文化的背景の理解から国際社会に
関わる文化的差異や類似性・共通性 についての認
識形成が図 られている。単元構成方法では，多文
化理解の視･氛から単元を構成し，民族的文化的な
差異や類似性・共通性の理解と，人間としての普
遍吐についての認識形成が図られている。以上の
点 から，外国人との交流活動や地域の人々等のゲ
ストティーチャーとの異文化体験や外国の社会に
ついての聞き取りによる学習活動が活用されてお
り，交流活動を通した文化理解や国際化する地域
の理解を図る単元構成が重視されている。つまり，
ミクロな社会レベルの次元 にある人間や地域から
のアプローチによる帰納的な学習展開が「‾ローカ
ル（ナショナル）構成内容領域」の単元構成の特
性である。
しかし，課題としては次の点が指摘できる。 グ
ロ ーバルなアプローチでは，地球全体に関わる社
会事象や課題について国家的視点から検証・考察
がされるが，地域的視点から行うことはあまりな
されない。逆に，ローカルなアプローチで は，地
域で見られる社会事象や地域的な課題 について国
内の他地域との共通性や多元性の検出はなされて
も，世界や地球社会をフィールドにした検証まで
はなされていないＯその原因はグローバルとロー
カル両者 の間にある 匚国」というナショナルな要
素が強固なフィルターの役割を果 たしていると考
える。このように実践においてもグローバルとロー
カルの双方向的な相互関連がなされず，両者が乖
離している点が課題である。
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Ｖ　グローバルとローカルの関係性を視点にした国際理解学習の単元構成
実践事例分析と考察から明らかになった課題を
克服するためには
，グローバルらローカルまで
の各社会レベルを視野に入れた「共生
」を中心概
念に据え
，次のような単元構成の視点に基づいて
授業設計を図ることが重要である。
＜単元構成内容＞
・グローバルにもローカルにも関わりを見出し
やすい「グロ
バール構成内容領域」の「国際
協調・協力」に関わる内容を教材化する。
＜単元構成方法＞
・地球社会における身近な地域に着目したアジ
ア視点と
，グローバルな視点により近接し多
面的多角的な見方が形成しやすい多国的視点
に拠っている「トランスナショナル型」の単元構成方法を用いる。
さらに
，その有効な教材としては「災害と防災」
が指摘できる。その意義として，以下の３点が挙
げられる。
①災害（特に自然災害）は全世界のどの地域にお
いても発生する危険性があり
，グローバルから
ローカルにまでのあらゆる社会レベルに関わる。⇒事実・事象の広域性や社会レベル間の重層性
②災害を社会科学的な側面から追究する（例えば
被災者救援
，食料や物資などの生活支援，防災
のための地域コミュニティの形成など）ことに
よって
，人権・環境・平和・資源 あらゆる
地球的諸課題に関連した問題が浮き彫りになる。⇒事実・事象の多元性
③災害の直接的な原因は破壊的な自然現象の発生
に伴う「天災」であるが，場合によっては「大
災」にもなりうる。一方で，「人災」は社会や
人の働きによって被害を未然に最小限に食い止めることができ，「防災」や「減災」が可能と
なる。
⇒人間関係の構築や社会参加の重要性
Ⅵ　研究の意義と今後の課題
本研究では
，国際理解に関わる各教育論の考察
と実践事例分析を通して，インターナショナリズ
-
ムに基づく学習の重用による弊害と限界を現状課
題として指摘した
。そして課題克服のためには，
世界はグロ
バールからローカルを包括する重層的
な社会構造を持つという認識に立つことで国家偏
重主義の相対化を図り
，グローバルとローカルの
関係性を重視した学習を構築する必要性を示唆し
た点において意義かおる
。
課題としては
，前述の礼帽こ基づいて開発した
単元を，理論的実践的に検証を行うことである。
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14）本来「リージョナル」は国内の地方という意味で
あるが
，ここではアジアやアフリカといった世界の
中の地域という意味で用いる。ただし，世界の地理的な区分で用いられることが多いが社会の枠組みと
しては十分確立していないため，本論文では匚グロー
バル」に含める。
15）「‾ローカル」は地域という意味であるが，本論文で
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は都道府県レベルまでの地域を指す。
